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◆1. 〔 東 遊
あずまあそび

〕 【ナ 2-483】 

 浅草
いちひと

市人編、葛飾北斎画 寛政 11 年（1799）刊（江戸、蔦屋重三郎） 大本１冊 

蔦重の店頭図も掲載する絵入
きょうか

狂歌本。編者・浅草市人（1755-1820）が率いた
つぼがわ

壺側という
れん

連による、本

州各地から寄せられた471首もの狂歌が正月を
こ と ほ

言祝ぐ。見どころは北斎の手による江戸を描いた絵の数々

で、日本橋や
す る が

駿河
ちょう

町 の越後屋といった活気あふれる市中の様子や、王子稲荷などの行楽地の名所絵が多

くを占める一方、
い ま ど

今戸の瓦や
もっとい

元結など職人たちの姿も描かれている。この３年後に『
えほんあずまあそび

画本東都遊』と題を

改められ、狂歌の箇所は除かれ、挿絵は
た

多
しよく

色
ずり

摺となる。（木越） 

 

◆2. 絵本松
えほんまつ

のしらべ（外題） 【ナ 4-644】 

 勝川春章画カ 寛政７年（1795）カ・後印（江戸、蔦屋重三郎） 半紙本２巻合１冊 

武野樵夫の序に「そも今の世に琴の
しやう

唱
が

歌に
くみ

組とよびてもてはやせるあり。その詞つたなからず
ふし

節もま

たいと興あるものなり」として、琴の組曲の
し

詞
しょう

章 を
いろずり

色摺の絵とともに掲げた風流な絵本。同序には「唐

麻呂」（蔦重）の名も見え、
しよ

書
し

肆の手腕がうかがえる。いろは順に「い」から「う」まで半丁ごとに、王

朝の宮廷や当世風俗などを素材に四季折々の景を全 24 図で構成するが、安永期はじめに刊行された
こ

小
ばん

判
にしき

錦
え

絵
くみもの

組物『
しゆん

春
しよう

章
が

画
じよう

帖 』を再利用している。琴の組曲を収めた元禄７年（1694）刊の註釈付組曲詞章集

『
しよう

松
げつ

月
しよう

鈔 』から一部の詞章をとり、また該書の挿絵をも参照している。（木越） 

 

◆3. 文武二道万石通
ぶんぶにどうまんごくどおし

（外題） 【ナ 4-1018】 

 
ほう

朋
せい

誠
どう

堂
き

喜
さん

三
じ

二作、
き

喜
た

多
がわ

川
ゆきまろ

行麿画 天明８年（1788）刊・後修 中本３巻合１冊 

松平定信による文武奨励の世相を茶化し大当りした
き
黄

びよう
表

し
紙。源頼朝の代を舞台に、武士たちを富士の

ひとあな

人穴に入れ文武などに仕分ける発端から、問題の「ぬらくら武士」たちをわざと箱根
しちとう

七湯の
と う じ

湯治に放ち、
ゆ う だ

遊惰な所業を監視し改心させるまでを、細部にわたる盛りだくさんの仕掛けで描く。「万石通」とは精米

器具。なお国文研蔵本は、
しょはん

初版の
は ん ぎ

板木を４丁分残し、その他の丁は全て版が改められている。（木越） 

 

◆4. 娼妓絹籭
しょうぎきぬふるい

（外題）【ナ 4-319】 

 山東京伝作・画 寛政３年（1791）刊（江戸、蔦屋重三郎） 小本１冊 

自序は、遊廓の諸相を将棋づくしで綴ってみせ、「
じょらうかひ

嫖 客と
しょうぎをさす

将棋囲は一手
さき

先はみえざるべし」とし、３

回分を収める目録にも各々将棋の駒名を配する。ただし内容そのものは将棋と直接の関係はなく、『
めい

冥
ど

途

の
ひ

飛
きやく

脚 』でお馴染みの
うめかわ

梅川・
ちゆう

忠
べ

兵
え

衛が次第に行き詰まっていく様を描くが、全て梅川の夢であったとす

る洒落本。このジャンルが本来有する軽さは後退し、江戸の洒落本としては珍しく大坂新町を舞台とし、

客と遊女の真情を描くという新たな局面を迎える一作。同年刊の京伝作洒落本『
し

仕
かけ

懸
ぶん

文
こ

庫』、『
にしき

錦
の

之
うら

裏』

とともに幕府から絶版を命じられ、京伝は
て

手
がね

鎖五十日、蔦重は身上半減の
けっしょ

闕所処分（財産没収）となっ

た。（木越） 
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◆5. 吾妻曲狂歌文庫
あずまぶりきょうかぶんこ

（外題）【ナ 2－392】 

 
やど

宿
やの

屋
めし

飯
もり

盛〔石川
まさ

雅
もち

望〕撰、北尾
まさ

政
のぶ

演〔
さん

山
とう

東
きよう

京
でん

伝〕画 天明６年（1786）刊（江戸、蔦屋重三郎） 
おお

大
ほん

本１冊 

 
か

歌
せん

仙絵入り刊本（和歌絵本）を擬した、
た

多
しよく

色
ずり

摺の
きよう

狂
か

歌
せん

仙絵本。狂歌師肖像集の
こう

嚆
し

矢は
おお

大
た

田
なん

南
ぽ

畝編『三

十六人
きよう

狂
か

歌
せん

撰』（天明５年〈1785〉刊カ、墨印）であり、本書はソレに次ぐ。歌仙絵は着座が基本だが、

本書所収の狂歌師 50 人のうち８人が立ち姿で描かれるのは狂歌本ゆえと思しい（さらにひとりは馬上

姿）。巻頭は
しり

尻
やきの

焼
さる

猿
んど

人〔
さか

酒
い

井
ほう

抱
いつ

一〕、巻軸は
から

唐
ごろも

衣
きつ

橘
しゆう

洲 。
とう

唐
らい

来
さん

参
な

和や
はな

花
みちの

道 つらね〔五世市川団十郎〕

など当代狂歌壇を彩ったメンバーを収める。
げ

外
だい

題（
げん

原
だい

題
せん

簽）
つの

角
が

書き「天明
しん

新
せん

鐫／五十人一首」。
ひ

扉
だい

題「吾

妻曲狂歌／五十人弌首」。宿屋飯盛序。（神作） 

 

◆6. 古今狂歌袋
ここんきょうかぶくろ

（外題）【ナ 2－388】 

 
やど

宿
やの

屋
めし

飯
もり

盛〔石川
まさ

雅
もち

望〕撰、北尾
まさ

政
のぶ

演〔
さん

山
とう

東
きよう

京
でん

伝〕画 〔天明７年〕（1787）刊（江戸、蔦屋重三郎）
おお

大
ほん

本１冊 

 
た

多
しよく

色
ずり

摺の
きよう

狂
か

歌
せん

仙絵本。前年に刊行された『
あ

吾
ずま

妻
ぶり

曲
きよう

狂
か

歌
ぶん

文
こ

庫』の続編（同書の
おく

奥
づけ

付に「後編狂歌五十

人一首 彩色摺近刻」と刻されていたもの）。巻頭は岡田
さけ

酒
かす

粕、巻軸は
よ

四
もの

方
あか

赤
ら

良〔
おお

大
た

田
なん

南
ぽ

畝〕。
あら

荒
き

木
だ

田
もり

守
たけ

武ら古人を多く含み、総勢で百人に及ぶ。一部に変則的姿勢が認められるものの、基本的にはすべて着

座。
よ

四
もの

方
やま

山
ひと

人〔大田南畝〕序。
へ

平
ずつ

秩
とう

東
さく

作跋。他本に拠れば、
げん

原
だい

題
せん

簽の
つの

角
が

書きは「天明
しん

新
せん

鐫／百人一首」。
ふく

副
だい

題
せん

簽（引書目録）あり。（神作） 

 

◆7. 画本
え ほ ん

〔虫ゑらみ〕（外題）【99－127】※展示替あり 

 
やど

宿
やの

屋
めし

飯
もり

盛〔石川
まさ

雅
もち

望〕撰、
き

喜
た

多
がわ

川
うた

歌
まろ

麿画 天明８年（1788）刊（江戸、蔦屋重三郎） 
おお

大
ほん

本２巻２冊 

 喜多川歌麿の
た

多
しよく

色
ずり

摺狂歌絵本「虫貝鳥三部作」の一つ。宿屋飯盛序。歌麿の師
とり

鳥
やま

山
せき

石
えん

燕跋（本書で

は巻下巻首にあり）。30 人の狂歌師たちが虫を題として狂歌を詠んだ十五番の
きよう

狂
か

歌
あわせ

合 。同類の趣向は

早く『
むし

虫の
うた

歌
あわせ

合 』（『
し

四
しよう

生 の
うた

歌
あわせ

合 』の内）に認められる。本作では、
から

空
ずり

摺、
き

雲
ら

母
ずり

摺、きめ出しなど

歌麿の技法が際立つ。
こく

刻
し

師は
とう

藤
いつ

一
そう

宗。開披したのはけらとはさみむし。
かつら

桂
まゆ

眉
ずみ

住の狂歌は「見し人を思

ひ切るにも切れかぬるはさみ虫てふ名こそ
にぶ

鈍けれ」。（神作）  
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◆8. 銀世界
ぎんせかい

（外題）【99－210】※展示替あり 

 
やど

宿
やの

屋
めし

飯
もり

盛〔石川
まさ

雅
もち

望〕撰、
き

喜
た

多
がわ

川
うた

歌
まろ

麿画 寛政２年（1790）序刊（江戸、
こう

耕
しよ

書
どう

堂〔蔦屋重三郎〕） 
おお

大
ほん

本１帖 

 『
きよう

狂
げつ

月
ぼう

坊』『
ふ

普
げん

賢
ぞう

像』とともに、喜多川歌麿の
た

多
しよく

色
ずり

摺狂歌絵本「雪月花三部作」の一つ。本書のテ

ーマは雪。多色摺の絵５図および狂歌 78 首を別々に収載する（絵１図を欠く）。宿屋飯盛序。
が

画
じよう

帖
じ

仕
た

立

て。開披したのは雪中に遊ぶ
から

唐
こ

子（唐風の衣装・髪形の子ども）を描いた場面。獅子と雪の大玉の輪郭が

（＊）きめ出しの技法で描かれる。（＊）
きめ

極
だし

出。墨線をへこませ色を盛り上げて、ふっくらとした質感を

浮かび上がらせる版画技法。（神作） 

 

◆9. ももちとり（外題）【99－221】※展示替あり 

 
あか

赤
まつ

松
きん

金
けい

鶏撰、
き

喜
た

多
がわ

川
うた

歌
まろ

麿画 寛政２年（1790）刊カ（江戸、蔦屋重三郎） 
おお

大
ほん

本２帖（前編・後編各

１帖） 

 「
もも

百
ち

千
どり

鳥
きよう

狂
か

歌
あわせ

合 」とも。喜多川歌麿の
た

多
しよく

色
ずり

摺狂歌絵本「虫貝鳥三部作」の一つ。赤松金鶏序（存各

帖）。30 人の狂歌師たちが鳥を題として狂歌を詠んだ十五番の狂歌合。
が

画
じよう

帖
じ

仕
た

立て。開披したのは
みみ

木
ずく

菟

と
うそ

鷽。
いちの

市
なか

仲
ずみ

住の狂歌「鳥とともに泣きつ笑ひつ口説く身をそれぞと聞かぬ君がみみづく」も微笑ましい。

歌麿は、写生に基づきつつ、
やま

山
がら

雀、
うぐいす

鶯 、
うずら

鶉 など計 30 種の鳥を
から

空
ず

摺りやきめ出しなどの精緻な技巧に

よって表現している。版画芸術の
すい

粋。（神作） 

 

◆10. 百さへつり（外題）【99－106】※展示替あり 

 
くぼ

窪
しゆん

春
まん

満等詠・画 寛政８年（1796）奥刊（江戸、蔦屋重三郎） 
おお

大
ほん

本１帖 

 
た

多
しよく

色
ずり

摺狂歌絵本。
のちの

後
は

巴
じん

人
てい

亭
ひかり

光 〔
つむりのひかる

頭 光〕（訓みは「つぶりのひかる」とも）序。一面（
ゆう

有
かい

界８行）

に狂歌８首（一首２行書き）、全部で 20 丁余りにわたって尾張・下総・越後等々各地の名もなき狂歌師

たちの狂歌を収載し、ところどころに多色摺の絵を配する（都合６面）。
が

画
じよう

帖
じ

仕
た

立て。光は、
やど

宿
やの

屋
めし

飯
もり

盛

（石川
まさ

雅
もち

望）が江戸払いになったあとの江戸狂歌壇を牽引した。蔦重は寛政９年に亡くなるので、本書は

最晩年の仕事の一つ。（神作） 

 

◆11. 潮干
し ほ ひ

のつと（外題）【ナ 2－385】 

 
あけ

朱
ら

楽
かん

菅
こう

江編、
き

喜
た

多
がわ

川
うた

歌
まろ

麿画 寛政元年（1789）刊カ（江戸、蔦屋重三郎） 
おお

大
ほん

本１帖 

 喜多川歌麿の
た

多
しよく

色
ずり

摺狂歌絵本「虫貝鳥」三部作の一つ。朱楽菅江序。
せんの

千
げん

元
た

太跋。書名は潮干狩りの

土産の
い

謂い。36 人の狂歌師たちが貝を題として狂歌を詠む。巻首に婦女の潮干狩り図を、巻末に女中た

ちの
かい

貝
あわせ

合 図を置く。
が

画
じよう

帖
じ

仕
た

立て。本文１丁欠。狂歌に
きん

金
でい

泥と
きん

金
すな

砂
ご

子を
ま

蒔いたものが
しよ

初
いん

印というが、本

書には備わらない。開披したのはアワビやアサリ。
にし

西
かわ

川
すけ

祐
のぶ

信『
え

絵
ほん

本
がい

貝
か

歌
せん

仙』（延享５年刊）等を踏まえ

るが、
から

空
ずり

摺など歌麿の
が

画
ぎ

技は傑出している。（神作） 
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◆12. 利得算法記
り と く さ ん ぽ う き

（序題）【井上 65-466】 

志水裡町斎藤貴林〔
しみずえんじゅう
志水燕十〕撰 天明 8年（1784）刊（江戸、蔦屋重三郎） 半紙本１冊 

 単位の解説から算盤のはじき方、平方根の計算方法に至るまで、実用的な算術を解説した書。「東都書

肆 耕書堂主人」こと蔦屋重三郎が
ばつぶん
跋文で「我旧板の塵劫記を閲して是を改正せん事を望む」と述べてい

るとおり、本書は当時
こうかん
巷間に流布していた算術書『

じ ん こ う き
塵劫記』をもとにしている。著者の志水裡町斎藤貴林

は、またの名を志水燕十といい、絵が中心の
こっけいぼん
滑稽本『

み
身

なり
貎

だい
大

つう
通

じん
神

りやく
略

えん
縁

ぎ
起』のほか、

き
黄

びよう
表

し
紙『

うそ
啌

しつかり
多

がん
雁

とり
取

ちよう
帳 』や

しや

洒
れ

落
ぼん

本『
こ
滸

と
都

しや
洒

み
美

せん
選』などの

げ
戯

さく
作を著し、蔦屋重三郎から出版している。（松永） 

 

◆13. 一節草斎宮船
ひとよぐさいつきがふね

（外題）【ナ 7-9-40】 

富本
い つ き
斎宮太夫直伝、桜田治助作 天明８年（1784）初演（江戸、蔦屋重三郎） 中本１冊 

 天明８年（1788）、江戸中村座初演の歌舞伎『
けい
傾

せい
情

あ
吾

づま
嬬

かがみ
鑑 』の二番目「

ひと
一

よ
節

ぐさ
草

いつきがふね
斎宮船」の

し
詞

しよう
章 を大ぶ

りな字で印刷した稽古本。当時人気を博していた斎宮太夫は、舞台に引き出された屋根船の上でこの浄

瑠璃を語って話題となった。鈴木俊幸「富本浄瑠璃稽古本目録」（『蔦重出版書目』所収）によれば、本

書に附された奥付は天保４年から同末年（1833～1845）にかけて使用されたものであることから、初演か

ら 50 年ほど経ってから同じ版木で印行された
こういんぼん
後印本と思しい。（松永） 

 

◆14. ◆絵本江戸爵
え ほ ん え ど す ず め

（序題）【ヤ 6－335】 

 
つたの

蔦
から

唐
まる

丸〔蔦重〕編、
き

喜
た

多
がわ

川
うた

歌
まろ

麿画 天明６年（1786）序刊 
はん

半
し

紙
ぼん

本３巻合１冊 

 「爵」は「雀」の意。
やなぎ

柳
ばし

橋・
み

三
めぐり

囲 神社・両国橋など江戸の名所を描いた狂歌絵本。名所に対して狂歌

を添える趣向でソレは蔦重の
たくらみ

所為であった（
あけ

朱
ら

楽
かん

菅
こう

江序）。第１図（巻上）が
よし

吉
わら

原
おお

大
もん

門なのも印象深く、

そこには
て

手
がらの

柄
おか

岡
もち

持（
ほう

朋
せい

誠
どう

堂
き

喜
さん

三
じ

二）「ちよちよと言ひも尽くさじ
かど

門
まつ

松の数も
おお

大
もん

門口にたまりて」と
そのの

園
むら

村
たけ

竹「
はつ

初
はる

春の
け し き

景色よし原
かど

門なみに客を
ぢやう

丈
ぶ

夫の松飾りして」の狂歌が載る。
む

無
かん

刊
き

記。寛政９年（1797）の
こう

後
いん

印
ぼん

本あり（大坂、
い

和
ずみ

泉
や

屋
げん

源
しち

七版）。（神作） 

 

◆15. 人間一生胸算用
にんげんいっしょうむなざんよう

（外題）【ナ 4-83】 

さんとうきょうでん
山東京伝作・画 寛政３年（1791）刊（江戸、蔦屋重三郎） 中本３巻３冊（存２冊） 

 善玉・悪玉が話題となった山東京伝作、北尾
まさよし
政美画『

しんがくはやそめぐさ
心学早染草』の後編にあたる

き び ょ う し
黄表紙。

ぜん
善

たましい
魂 （善

玉）の通力で小人となった京伝は、隣家の律儀者である
む
無

めい
名

や
屋

む
無

じ
次

ろう
郎の腹中に入る。そこは「心」を主と

する国（身体）だったが、番頭「気」が「心」を追放して国を乗っ取ってしまう。「気」はこの場面のよ

うに目・口・耳らを引き連れ吉原で
ほうとうざんまい
放蕩三昧。次第に無次郎の

しんだい
身代は傾いてしまう。京伝は「心」を探し

出し、善魂の助力を得て国を元通りにすると無次郎は改心し、溜息とともに京伝を吐き出し大団円とな

る。（松永） 

  



6 
 

◆16. 百人一首
ひゃくにんいっしゅ

和歌
わ か

始衣抄
はついしょう

（序題）【洒落本コレクション 59－12】 

 
さん

山
とう

東
きよう

京
でん

伝作、北尾
まさ

政
のぶ

演〔京伝〕画 天明７年
おく

奥（1787）刊・
こう

後
いん

印（江戸、蔦屋重三郎） 
ちゆう

中
ほん

本１冊 

 かの『百人一首』から 18 首を選抜して
ぎ

戯
ちゆう

注 を施した洒落本。
げ

外
だい

題（
げん

原
だい

題
せん

簽）は「始衣抄」。内題は

なく、書名は山東京伝の序題に拠る。伝本は多く、20 本以上確認される。掲出したのは蔦重の
おく

奥
づけ

付を持

つ
こう

後
いん

印
ぼん

本。開披した
あり

在
わらの

原
なり

業
ひら

平の 17 番歌「ちはやぶる
かみ

神
よ

代も聞かず
たつ

龍
た

田
がは

川から
くれなゐ

紅 に水くくるとは」は、

「◯
ち

千
はや

早といふ
ぢよ

女
らう

郎ありけるが、ある
すまふとり

角力取その女郎をあげて遊びけるに…」というように、御存じ落

語「千早ふる」の原話が記される。（神作） 

 

◆17. 通詩選
つうしせん

（見返し題）【ナ 8-7】 

よ も
四方山人〔大田

な ん ぽ
南畝〕編 天明３年（1783）刊（江戸、蔦屋重三郎） 中本１冊 

 滑稽・卑俗な事柄を漢詩の形式で詠んだ
きょうし
狂詩を集めた狂詩集。

り
李

はん
攀

りよう
竜 の編といわれる唐代の漢詩アン

ソロジー『
とう
唐

し
詩

せん
選』に収められた七言古詩 32 首のうち、18 首を滑稽に作り替えている。狂詩の横に附さ

れた平仮名は書き下し文。「
しんしゅうめしに
信 州 対レ

たいするさく
飯 作」は、

ちよう
張

い
謂の「

こ
湖

ちゆう
中

さけにたいしてつくる
対 酒 作」を換骨奪胎したパロディ

であり、農閑期に江戸へと出稼ぎに来る
し な の
信濃の者（大食いとされる）の旺盛な食欲をユーモラスに読む。

なお、内容のみならず、書名も『唐詩選』のもじりとなっている。（松永） 

 

◆18. 俳優風
わざおぎぶり

（外題）【ナ 2-608】 

 
からころもきっしゅう

唐 衣 橘 洲・
あけらかんこう

朱楽菅江・
よ も の あ か ら

四方赤良編、
つむりのひかる

頭 光画 天明６年（1786）刊（江戸、蔦屋重三郎） 横本３冊 

 唐衣橘洲、朱楽菅江、四方赤良、さらに鹿都部真顔それぞれが率いる狂歌連の連中について、役者評判

記の体裁に
のっと

則 って作者と狂歌の評判を掲載する狂歌評判記。上巻の目録には狂歌の題とされた歌舞伎狂

言の登場人物名が列挙され、それにもとづく狂歌とそれらに対する会話体の評判（評語）は中巻以降に作

者名とともに記される。実際にこうした趣向で会が開催され、蔦重のもとで編者の３人が
くらい

位
づ

付けを行っ

た。「馬役」（馬の足役）というユニークな題を「身のをもき役者をもちに月影やあはれ栗毛のもゝ引の

こま」と詠んだ
つむりのひかる

頭 光（
よ も れ ん

四方連）は挿絵も担当しており、「むかふさじきのお袋もさぞおよろこびと存

じます。おてがら／＼」と、顔も見せない縁の下の力持ちが詠まれたことを、客席の母親も喜ぶと評され

ている。（木越） 

 

◆19. 傾城買四十八手
けいせいかいしじゅうはって

（内題） 【ナ 4-309】 

 山東京伝作・画 寛政２年（1790）刊（江戸、蔦屋重三郎） 小本１冊 

 「しつぽりとした手」「やすひ手」「見ぬかれた手」「そはそはする手」など、「手」で統一された題

のもとに、遊里の複数の場面を活写した上で、各編末尾に作者による「評」を付す
し ゃ れ

洒落
ぼん

本。京伝は遊里に

おける客や遊女の諸相を微視的にとらえることに長けており、描写と会話による展開にその手腕がいか

んなく発揮されている。とりわけ最後の「
しん

真の手」は、入れあげたあげく
しんたい

進退
きわ

窮まった客と相手の遊女と

のやりとりの中に、もはや遊びの領域を逸脱した男女の姿を描き出す。（木越）  
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◆20. 梅
うめ

の笑
えみ

（外題）【ナ 4-1086】 

 村瓢子作 寛政５年（1793）刊（江戸、蔦屋重三郎） 小本１冊 

前年正月蔦重刊の
はなし

咄
ぼん

本・『
ふつ

富
き

貴
たる

樽』（
おにたけ

鬼武作）の前半部分を再利用し、５話を増補し改題した本。『富

貴樽』後半部分も『華ゑくぼ』として別に増補改題されている。落ちのある咄を集めた典型的な小咄本。

増補部分から紹介すると、「宝船」と題する咄では、正月二日に宝船を敷いて寝ると七福神の初夢を見る

というが、唐（中国）でも同じかと問われた「しつたふう」（しったかぶり）が、しばらく考え「七賢人」

と答えるというオチ。作者は
ひよう

瓢
てい

亭
ひやく

百
なり

成とも称し、江戸住の
つ し ま

対馬藩士・村氏であったが、のち
こうずけのくに

上野国（群

馬県）に隠居し、複数の咄本を手がけている。（木越） 

 

◆21. 小紋雅話
こ も ん が わ

（外題）【ナ 4-637】 

 
さんとう

山東
きよう

京
でん

伝作・画 寛政２年（1790）刊（江戸、蔦屋重三郎） 小本１冊 

『
こ

小
もん

紋
ざい

裁』（天明４年〈1784〉、白凰堂刊）を増補した書。着物の
こ

小
もん

紋の見本帳の体裁を借り、パター

ン化された奇抜な図案が散りばめられる。冒頭の「ゑんかうしぼり（猿猴絞り）」は猿の手が対角にあし

らわれ、下部の「地に水浅黄、もん（紋）所に月をそめてよし」というウィットに富んだ書き入れを重ね

ると、「
えん

猿
こう

猴
つきをとる

捉 月」（水に映った月を猿が取ろうとする）という、よく知られた
が

画
だい

題（絵のテーマ）と

なることが示唆されている。（木越） 

 

◆22. 三教色
さんきょうしき

（内題）【ナ 4-230】 

とう
唐

らい
来

さん
参

な
和作、

き

喜
た

多
がわ

川
うた

歌
まろ

麿画 天明３年（1783）刊（江戸、蔦屋重三郎） 小本１冊 

 遊里の様子や遊女と客とのやりとりなどを題材とした
し ゃ れ ぼ ん
洒落本。書名は空海による『

さん
三

ごう
教

しい
指

き
帰』をもじ

り、「三教」は神道・仏教・儒教、「色」は本作の登場人物である
あまてらすおおみかみ
天 照 大 神・

しや
釈

か
迦・

こう
孔

し
子による色遊び

を示す。初期の洒落本『
ひじりのゆうかく
聖 遊 廓』にならい、三者が連れ立って吉原へと繰り出すという奇抜な筋立て。

「三教」にちなんだ用語や故事が巧みに用いられている。なお、本書は「地本問屋」（奥付に記載）の肩

書きを初めて用いた書としても知られる（鈴木俊幸『蔦屋重三郎』）。（松永） 
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展示資料一覧 

○：貴重書 ◎：新収 

展示番号 名称 年代 形態・数量 請求番号 

1 〔東遊〕 寛政 11 年（1799）刊 大本・１冊 ナ 2-483 

2 絵本松のしらべ（外題） 寛政７年（1795）カ・後印 半紙本・２巻合１冊 ナ 4-644 

3 文武二道万石通（外題） 天明８年（1788）刊・後修 中本・３巻合１冊 ナ 4-1018 

4 娼妓絹籭（外題） 寛政３年（1791）刊 小本・１冊 ナ 4-319 

5 吾妻曲狂歌文庫（外題） 天明６年（1786）刊 大本・１冊 ナ 2-392 

6 古今狂歌袋（外題） 〔天明７年〕（1787）刊 大本・１冊 ナ 2-388 

○7 画本〔虫ゑらみ〕（外題）＊前期 天明８年（1788）刊 大本・２巻２冊 99-127 

○8 銀世界（外題）＊後期 寛政２年（1790）序刊 大本・１帖 99-210 

○9 ももちとり（外題）＊前期 寛政２年（1790）刊カ 大本・２帖 99-221 

○10 百さへつり（外題）＊後期 寛政８年（1796）奥刊 大本・１帖 99-106 

11 潮干のつと（外題） 寛政元年（1789）刊カ 大本・１帖 ナ 2-385 

12 利得算法記（序題） 天明 8年（1784）刊 半紙本・１冊 井上 65-466 

13 一節草斎宮船（外題） 天明８年（1784）初演 中本・１冊 ナ 7-9-40 

◎14 絵本江戸爵（序題） 天明６年（1786）序刊 半紙本・３巻合１冊 ヤ 6-335 

15 人間一生胸算用（外題） 寛政３年（1791）刊 中本・３巻３冊（存２冊） ナ 4-83 

16 百人一首和歌始衣抄（序題） 天明７年奥（1787）刊・後印 中本・１冊 59-12 

17 通詩選（見返し題） 天明６年（1786）刊 横本・３冊 ナ 8-7 

18 俳優風（外題） 天明３年（1783）刊 中本・１冊 ナ 2-608 

19 傾城買四十八手（内題） 寛政２年（1790）刊 小本・１冊 ナ 4-309 

20 梅の笑（外題） 寛政５年（1793）刊 小本・１冊 ナ 4-1086 

21 小紋雅話（外題） 寛政２年（1790）刊 小本・１冊 ナ 4-637 

22 三教色（内題） 天明３年（1783）刊 小本・１冊 ナ 4-230 
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